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フェアトレード・リソースセンター



北澤　肯のプロフィール

2001年～カンボジアで保健プロジェクト
2003年～フェアトレード国際認証機関に勤務
2005年～フェアトレード・リソースセンター
　　　　　　　自転車広告「アド＊バイク」で起業

　　　　　　　児童労働ネットワーク運営委員

　　　　　　　HIVと人権・情報センター
　　　　　　　三宅島エコ・ライド実行委員会代表　
　　　　　



フェアトレード認証ラベル



フェアトレード・リソースセンター



ビッグイシュー



世界エイズデー



軽井沢高原ビール



児童労働ネットワーク
（児童労働反対世界デー）



貿易ゲームをしよう！

　　　　



フェアトレードとは？

　
　

国際協力、開発 消費者運動

+

途上国の生産者・労働者へ
「適正価格」を「継続的」に支払い、

彼らの社会・経済的な自立・発展を促す

CSR（ビジネス倫理）



フェアトレード認証製品①



フェアトレード認証製品②



フェアトレード認証製品③



フェアトレードの影響（FIECH：メキシコ）





コーヒーのプランテーション



有機農法のためのプログラム・環境教育



トレーサビリティーの確保



フェアトレードがもたらす社会発展（UCIRI)





民主的で透明性のある組合運営（UCIRI）



自立した運営のために（高品質：国際競争力）



自立した運営のために（経営の多角化）



　　福利厚生の

　　プロジェクト



公共交通サービス





ヨーロッパでの
フェアトレードの取り組み

ドイツ・イギリスの例



ドイツ

• Fairtrade Labelling Organizations InternationalやNEWS!
など国際的なフェアトレード組織の本部があるほか、ほぼす
べてのスーパーマーケットでフェアトレード商品が買えるなど、
先進的な国のひとつ。

• ドイツ国内でのフェアトレード市場は、約7085万ユーロ(約99
億1千万円）。（日本は約4億7千万円。）

• ショップの数は約800店。
• フェアトレードラベル商品を扱っている組織・団体は約100社。
国内約24,000のスーパーマーケットで販売されている。

• 成立30周年の”gepa”、2005年の売上高：3680万ユーロ（約
51億５千万円）。



スーパーマーケットでのフェアトレード商品



フェアトレードショップ

▲マールブルク

▼マインツ



図書館としての機能



教育提供機関としての機能



教会との連携

“教会にフェアトレードコー
ヒーを！”キャンペーン

各フェアトレード団体に出
資、連携した取り組み

WTOへのロビー活動



政府の取り組み①

フェアトレード普及啓
発キャンペーン“fair 
feels good”

「連邦フェアトレード
週間 Fairwoche」



政府の取り組み②



イギリス

• 大手NGOのOXFAMなどが、フェアトレード運動を牽引して
きた。市民の間での関心も高く、売上高約2,8億ユーロ（約
392億円）はアメリカに次ぎ、2位。

• 出回っているフェアトレード商品の種類は約1,500種。認証ラ
ベルを付けた商品を販売している組織・団体の数は178社。

• コーヒー全体の流通にしめる、フェアトレードコーヒーの割合
は約20％。

• ショップの数は約100店。フェアトレード商品の買えるスーパー
マーケットの数は約3100店。



スーパーマーケット独自ブランド

Marks and Spencer

Tesco

Sainsbury’s



フェアトレードショップ

▲”Fairer World”
（ヨーク）

“Out of this world”
（リーズ）

▲”Shared Earth”
（ヨーク）



まちなかでのフェアトレード

コーヒースタンド

▲”AMT Coffee”

“Camden
Food Co”

“Just Bean”



フェアトレードカフェ

▲”Progreso”（ロンドン）
▲” Eighth day co-op”
　　（マンチェスター）



▲スターバックスの独自チョコレート ▲教会内のショップで売られているコットン

▼電車の車内サービスにもフェアトレード紅茶（マンチェスター駅）



学校での取り組み



フェアトレード・タウン　イギリス


